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置され、共役鎖の一端に 2,2’-ビピリジンが結合している。もう一端には柔軟なアルキル鎖が 2 本結合して
おり、各アルキル鎖の逆の末端にもビピリジンが結合している。これら、合計 3 つのビピリジン部位は協


















べている．合成した分子が二価鉄イオンと安定な 1 : 1 錯体を形成することを吸収スペクトル滴定，質量
分析によって明らかにしている．また，分子が鉄錯体を形成する前後において，分子の亜鉛ポルフィリン
部と軸配位子の結合定数を吸収スペクトル滴定によって評価している．その結果より，アロステリック抑
制の度合いを明らかにしている．軸配位子としては一連のピリジン誘導体，イミダゾール誘導体が使用さ
れている．第三章では分子側鎖部分のアルキル鎖長，第四章では遮蔽部の構造をそれぞれ最適化してアロ
ステリック抑制の向上を達成している．その結果，3,5ビス(3,5ジtertブチルフェニル)ピリジンを軸配
位子として使用することで，鉄錯体形成前後において亜鉛ポルフィリン部と軸配位子の結合定数を 9.5 倍
変化させることに成功している． 
以上の結果は，金属ポルフィリンを活性部とする人工アロステリックレセプター，触媒の活性を外部刺
激によってアロステリック制御する有用な手法を提案するものである．また，本論文で述べられている機
能制御機構は汎用性の高い方法であり，多くの機能性分子の活性制御に対して有用な手法を提供する．よ
って，本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した． 
